


○都市における緑（＊）は、人と自然が共生する都市環境の確保、余暇・レクリエーシ

ョン空間の確保、災害の防止、美しい景観の形成など、多様な機能を有しています。

○廿日市市緑の基本計画は、「第６次廿日市市総合計画」に示される本市の将来像の実

現に向けて、緑に係る諸施策を総合的、計画的に推進するための基本的な方針を定め

るものです。

(＊) 本計画で扱う「緑」は、樹木、草花などの植物のほか、それらを含む公園・広場、

農地、樹林地、河川・湖沼などの土地、空間を含む幅広い概念です。

○緑地の保全や緑化など緑に関する施策を推進するための指針

○市民、事業者、行政の協働による緑に関する取組の指針

○国・県等の関係機関に理解・協力を求める際の根拠

○第６次廿日市市総合計画に即し、廿日市市都市計画マスター

プランに適合する内容として策定

○廿日市市の全域

○基準年次：平成27(2015)年度

○目標年次：平成37(2025)年度

◇人口１人当たり都市公園面積の確保

◇地域間の均衡の確保に配慮した都市公園の整備

◇歴史文化資源と一体となった緑地、自然環境の良好な緑地な

どの貴重な緑地の保全

◇市民が緑とふれ合う場としての活用

◇それぞれの地域における良好な景観を構成する緑地の保全

◇市街地内及びその周辺の緑地の保全

◇市街地の緑化

◇災害の防止と低減を図るための緑地の保全

◇都市公園等の避難地としての活用

◇島しょ部、沿岸部、内陸部、山間部の多様な特性を有する緑

地の保全、活用による個性と魅力を備えた生活圏の形成

計画の役割

都市公園等の整備

良好な自然環境の保全

・活用

良好な景観を構成する

緑地の保全

防災性の向上

市街地における緑の確

保

地域特性を活かした緑

のまちづくりの取組

計画の対象区域

計画の目標年次

計画の位置づけ

序　計画の基本的事項序　計画の基本的事項

１　緑の基本計画とは

２　計画の基本的事項

第１　緑地の課題第１　緑地の課題
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優れた自然と多彩な文化を育むまち

交流の盛んな活力に満ちたまち

安全・安心で快適に暮らせるまち

地球環境に優しく持続性のあるまち

市民がつくり育てる緑のまち

注：将来市街地の目標量は、市街地に接続する樹林地等を含めて設定しています。

注-1：都市公園等は、都市公園に学校グラウンド等の公共施設緑地を加えたものです。

　-2：表の（）内は、宮島公園を除いた場合の面積です。

○将来人口は、平成37(2025)年110,000人を見込みます。

多様な資源の継
承、活用による交
流が盛んで活力の
あるまちづくり

誰もが安全で快
適に暮らせるま
ちづくり

－自然と文化に
育まれた緑の快
適都市づくり－

市民一人ひとりが幸せに暮らせるまちづくり

挑戦！　豊かさと活力あるまち　はつかいち　～ 夢と希望をもって世界へ ～

緑地の確保目標量

緑地の割合

将来市街地

概ね 700 ha

概ね　30 ％

都市計画区域

概ね 9,400 ha

概ね　　80 ％

都市公園

都市公園等

平成27(2015)年

45.4 ㎡／人
( 8.0 ㎡／人)

50.5 ㎡／人
(13.2 ㎡／人)

平成37(2025)年

48 ㎡／人
( 9 ㎡／人)

53 ㎡／人
(14 ㎡／人)

平成47(2035)年

52 ㎡／人
(10 ㎡／人)

57 ㎡／人
(16 ㎡／人)

【まちづくりの基本理念】　（第６次廿日市市総合計画）

【緑のまちづくりの理念とテーマ】
【理 念】

【テーマ】

【緑のまちづくりの目標】

【将　来　像】　（第６次廿日市市総合計画）

１　緑のまちづくりの理念と目標

２　緑地の確保目標

第２　計画の目標と方針第２　計画の目標と方針

■将来人口

■緑地の確保目標

■都市公園等として確保すべき緑地の目標
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○宮島、極楽寺山、西中国山地国定公園などの優れた自然環境、文化
的資産と一体的な緑地、特性を有する緑地などの保全

○宮島と対岸の景観、市街地の背景を構成する緑地など良好な景観を
構成する緑地の保全

○土砂災害警戒区域周辺の森林、土砂流出防止機能を有する森林など
防災機能を有する緑地の保全

○農とふれ合う場など多様な役割を担う都市農地の保全、活用
○都市農業と調和した良好な環境の低層住宅地の維持、誘導

○市街地内の良好な環境、景観の形成などに寄与する樹林地などの保全

○街区公園、近隣公園、地区公園などの住区基幹公園の確保、不足地
区における計画的な整備

○佐伯総合スポーツ公園の活用
○本市の特性を活かしたスポーツ・レクリエーションの場の確保

○既設レクリエーション地の活用
○自然、史跡等を活かした公園、ハイキングコースなどの整備

○既設の公共施設の活用
○公立学校のグラウンド等の開放

○私立学校のグラウンド等の民間施設緑地の活用

○都市公園等を結ぶ歩行者空間のネットワークの形成
○レクリエーション地などを結ぶ散策路などの整備

○都市公園の快適さと魅力の向上
○既設の都市公園の緑化率の向上

○道路、河岸、海岸線沿い、下水処理施設、官公庁施設、公共賃貸住
宅、教育施設等の公共建築物等の敷地の緑化

○住宅地、商業地、工業地などの土地利用特性に配慮した市街地の緑
化の促進

○市民ニーズに対応した公園づくり
○地域団体による公園管理・運営のための制度の充実

○広報誌の発行など広報活動の充実
○各種情報提供など取組を支援する体制の充実

○都市公園等のバリアフリー化

○近隣公園などの避難地としての位置づけ、防災空間としての整備
○都市計画道路の整備等による避難地を結ぶ避難路の整備

○都市経営の視点から都市公園等のマネジメントの推進
○ＰＰＰ／ＰＦＩの活用などによる魅力化と賑わいづくり

○都市公園等の点検、老朽化施設の計画的なメンテナンス等
○地域ニーズの変化等に応じた都市公園等のリニューアル
○都市公園等の再編、整備

良好な環境を有する
緑地の保全

良好な景観を構成す
る緑地の保全

防災機能を有する緑
地の保全

都市農地の保全

市街地内の緑地の保全

身近な公園の確保

スポーツ・レクリエ
ーションの場の確保

自然とのふれ合いの
場の確保

公共施設緑地の活用

民間施設緑地の活用

歩行者空間等のネッ
トワーク化

都市公園の緑化

公共施設等の緑化

民有地の緑化

市民参加による都市
公園の管理等

市民、民間事業者等
の参加の支援

都市公園等のバリア
フリー化等

都市公園等の防災機
能の強化

官民連携による都市
公園等の有効活用

都市公園等の適切な
維持管理

３　施策の方針
■緑地の保全

■施設系緑地の確保

■都市緑化の推進

■緑のまちづくりへの市民参加

■都市公園等の機能の充実

■都市公園等のマネジメント

－3－



○良好な自然環境を有する次のような緑地の保全

・尾根筋、市街地外郭の緑地など都市の骨格を形成する緑地

・宮島など本市を代表する自然環境や史跡・名勝・天然記念物など

の貴重な自然資源

・歴史的・文化的資産と一体化した緑地、特性を有する緑地

・水源かん養、大気の浄化などの環境保全機能を有する一団の緑

地、河川・湖沼、良好な環境を有する海岸線など

○公害・災害の防止、低減を図るため次のような緑地の保全

・既設の緩衝緑地

・山陽自動車道と市街地の間の緑地

・土砂災害警戒区域周辺の緑地、保安林、河川区域等の法指定地

・市街地内及び周辺に分布する急傾斜地等の樹林地、海岸線など

○良好な景観を構成する緑地の保全

・宮島をはじめとする本市の景観を特徴づける緑地

・歴史的・文化的資産と一体化した緑地、自然環境上の特性を有す

る緑地、住宅団地等の周辺に残存する斜面樹林地（残置森林）、

河川・湖沼、海岸線等

・都市公園、公共施設緑地、街路樹等

○街区公園、近隣公園、地区公園の適正配置

・既設の公園の維持、不足している地区における計画的整備

○佐伯総合スポーツ公園、妹背の滝風致公園、宮島公園の維持

○既設の緩衝緑地、都市緑地、緑道等の維持

○小中学校のグラウンド、スポーツ施設などの公共施設の緑地の市民

の身近なレクリエーション空間としての活用

○既存の自然公園、自然レクリエーション地などの活用

○自然レクリエーション地が集積している地区、保養・宿泊施設と一

体的な地区の拠点的な観光・レクリエーション地としての活用

○自然環境とのふれ合い軸、観光・交流軸の形成

○一次避難地、広域避難地の位置づけ

・一次避難地：近隣公園、地区公園、小中学校、公共スポーツ施設

等の公共緑地

・広域避難地：阿品公園、峰高公園、大野中学校周辺、佐伯総合ス

ポーツ公園など

○都市計画道路による避難路のネットワークの形成

○市街地における都市公園、公共施設緑地等を結ぶ安全で快適な歩行

者空間のネットワークの形成

○主要な都市公園、自然レクリエーション地などを結ぶ緑のネットワ

ークの形成

良好な自然環境の保
全

公害・災害の防止

良好な景観を構成す
る緑地の保全

都市公園の確保

公共施設緑地の活用

避難空間の確保

レクリエーション地
の活用

緑のネットワークの
形成

■保全系緑地の配置方針

■都市公園等の施設系緑地の配置方針

■緑のネットワークの形成

第３　緑地の配置計画第３　緑地の配置計画
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佐伯地域佐伯地域

吉和地域吉和地域

大野地域大野地域

宮島地域宮島地域

廿日市地域廿日市地域

吉和IC吉和IC

大野IC大野IC

廿日市
ＩＣ
廿日市
ＩＣ

宮島
ＳＩＣ
宮島
ＳＩＣ

中国縦貫自動車道中国縦貫自動車道

山陽自動車道山陽自動車道

広島岩国道路

宮島宮島

嚴島神社嚴島神社

ＪＲ廿日市駅周辺ＪＲ廿日市駅周辺

勁操園勁操園

大峯山大峯山

万古渓万古渓

東山渓谷東山渓谷

田中原
古墳群
田中原
古墳群

細見谷渓谷細見谷渓谷

西中国山地国定公園西中国山地国定公園

羅漢峡羅漢峡

上田宗箇岩船の水上田宗箇岩船の水

弥山弥山

経小屋山
森林公園
経小屋山
森林公園

宮浜温泉宮浜温泉

権現山権現山

羅漢山羅漢山

鷹巣山鷹巣山

冠山冠山

女鹿平山女鹿平山

十方山十方山

アルカディア
ビレッジ
アルカディア
ビレッジ

鳴川海岸

宮島公園

包ヶ浦
自然公園

妹背の滝
風致公園

永慶寺川

御手洗川

可愛川
廿日市
ボートパーク

ちゅーピーパーク

おおの自然
観察の森
おおの自然
観察の森

冠遺跡群冠遺跡群

ベニマンサク
群落

渡ノ瀬貯水池

小瀬川

立岩貯水池

飯山貯水池

太田川 もみのき
森林公園
もみのき
森林公園

女鹿平温泉等

佐伯総合
スポーツ公園

吉和魅惑の里

瀬戸内海
国立公園
極楽寺山

瀬戸内海
国立公園
極楽寺山

5km0 1

Ｎ

市の景観を象徴する緑地

市街地のバックスクリーンを構成する緑地

優れた自然環境を有する緑地

文化的資産と一体的な緑地（主なもの）

環境保全、防災機能を有する一団の緑地

主なランドマーク、眺望点

主要な都市公園

レクリエーション地

拠点的な観光・レクリエーション地

自然環境とのふれ合い軸

観光・交流軸

海岸線

主な河川、湖沼

自動車専用道路

主要幹線道路、幹線道路（計画中を含む）

市街化区域、用途地域の区域

都市計画区域

地域界

行政区域界

凡　　例

□緑地の配置計画図
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○本市域の中で特に重点的な緑化を進めることにより、緑のネットワ

ークの形成や面的な緑化の充実など、緑豊かな潤いのあるまちづく

りを先導する地区として位置づけます。

○次のような地区（市街地）を指定の対象とします。

・廿日市市都市計画マスタープランにおいて拠点地区等に位置づけ

られている市街地

・本市の市街地の特徴であり、代表的な生活空間となっている丘陵

部等の住宅団地　など

○拠点地区等のうち、地元住民など民間による緑化等の取組と行政に

よる取組が連携することで、地区の良好な環境の形成に大きな効果

が期待される地区

○住民・企業による提案など地元の機運を考慮して段階的に指定する

地区

位置づけ

指定方針

指定地区

候補地区

１　緑化重点地区の指定

第４　緑化重点地区の計画第４　緑化重点地区の計画

■緑化重点地区の位置づけと指定方針

■緑化重点地区の指定地区

□緑化重点地区の指定地区及び候補地区の位置
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区分 地区名 指定の意義等

○緑化重点地区として位置づけた地区及びその候補地区を対象として、地区の位置づけ

と緑化の方針を示します。

○既存の環境ストックと今後の都市整備の動向を活かした災

害時に防災空間の役割も担う緑の骨格のネットワークの形

成

○企業の施設整備に連動した緑化の促進

○シビックコア周辺地区と連携した緑の骨格の形成

○街路や河川整備と既存の公共公益施設の緑が連携した災害

時に防災空間の役割も担う緑の骨格の形成

○中央地区土地区画整理区域における面的な緑化の促進

○公共公益施設・公共空間、民間施設が連携した緑化による

災害時に防災空間の役割も担う緑の骨格の形成

○「宮島口地区まちづくりグランドデザイン」に基づく世界

遺産・宮島の玄関口にふさわしい地区の緑化と緑の空間の

充実

○温泉地としての潤いある環境と国道２号からの入り口環境

を整えていくための緑化の促進

○住宅団地の環境・コミュニティの維持・再生につながる取

組としての緑化等の取組

・団地ごとの状況(＊)に応じたルールや公園再生

・住民の自主的な取組への支援

(＊)生垣・柵の緑化などのルールの有無、緑化や公園整

備の時期　など

○駅前広場周囲や国道２号沿いの土地利用（有効利用）の促

進と合わせた敷地の緑化の促進

○山林や緑化法面の継承

○工場などの施設敷地や公園の充実による良好な生産活動の

場にふさわしい環境の形成

指定

地区

シビックコア周辺地区

候補

地区 住
宅
団
地
地
区

四季が丘､宮園､陽光台

阿品台､阿品ハイツ

青葉台､宮島口団地

宮島口グリーンハイツ

ふじタウン

宮島ニュータウン

前空台

木材港地区

大野中央地区

津田地区

ＪＲ前空駅周辺地区

宮内工業団地

宮島口地区

宮浜温泉周辺地区

２　緑化重点地区の緑化の方針

■緑化重点地区の緑化の方針
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注：（）内は宮島公園を除いた場合の面積です。

注：平成27(2015)年の面積は厳島風致地区（宮島地域）の値です。

・住区基幹公園：配置標準（次表）に基づいて整備することとし、不足している地区を

対象として計画的に整備します。

・都市基幹公園：佐伯総合スポーツ公園を維持・活用します。

・特殊公園　　：宮島公園、妹背の滝風致公園を維持・活用します。

・緑　　地　　：既設の緩衝緑地、都市緑地、緑道を維持・活用します。

○公立の小中学校のグラウンド、スポーツ施設、下水処理場に併設されている緑地などを

市民の運動、休息などの場として活用します。

○既存のレクリエーション地を自然とのふれ合いの場として活用します。

○私立学校のグラウンド、民間のスポーツ施設などについて、市との利用協定の締結など

に基づいて、市民の運動などの場としての活用を図ります。

○都市公園の管理にあたっては、官民連携により都市公園の魅力化と有効活用を図るな

ど、都市経営の視点から都市公園のマネジメントを進めます。

○公園施設の長寿命化計画に基づき、老朽化施設の計画的なメンテナンス、改修を行うと

ともに、地域ニーズの変化等に応じたリニューアルと魅力化を進めます。

○特別緑地保全地区、緑地保全地域、風致地区などの地域指定の目標は、次表のとおりと

します。

○特に良好な景観を構成する緑地を対象として、優先的に指定します。

0.1～0.25ha

１～２ha

４ha

街区公園

近隣公園

地区公園

対象人口
(利用圏の人口)

1,000～ 2,500人

5,000～10,000人

40,000人

誘致距離
（利用圏）

250ｍ

500ｍ

1,000ｍ

人口１人
当たり面積

1.0㎡／人

2.0㎡／人

1.0㎡／人

種　別 １か所の面積

平成27(2015)年

45.4 ㎡／人
( 8.0 ㎡／人)

平成37(2025)年

48 ㎡／人
( 9 ㎡／人)

長　　期

52 ㎡／人
(10 ㎡／人)

◆都市公園

◆公共施設緑地

◆民間施設緑地

都市計画区域人口
１人当たり整備面積

平成27(2015)年

3,039ha

平成37(2025)年

概ね 3,150ha

長　　期

概ね 3,500ha指定面積

・整備目標

・整備方針

１　都市公園等の整備及び管理

２　地域制緑地の指定等

第５　緑地の保全及び緑化の推進のための施策の方針第５　緑地の保全及び緑化の推進のための施策の方針

■都市公園等の整備

■都市公園等の管理

■風致地区等の地域指定
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注：都市計画道路は街路樹のある区間の延長割合、その他は敷地面積に対する割合。民有地は市街化区域。

○保安林、自然環境保全地域、自然公園地域などの指定、市民緑地制度、保存樹・保存樹

林などの指定制度の活用などにより、緑地の保全を図ります。

○市民参加による森林づくり、里山の保全などの取組を支援するなど、市民との協働によ

り森林の保全・活用を図ります。

30％以上

50％以上

50％以上

30％以上

70％以上

100％

25％以上

10～20％以上

10～20％以上

20％以上

○既設の都市公園の緑化

○樹木の管理体制の充実

○市民、民間事業者等と連携した緑の育成等

○道路の緑化、透水性舗装等の推進

○親水性の高い河岸、海岸線の形成

○下水処理施設、官公庁施設、公共賃貸住宅、教育施設、福祉施設など

公共施設等の敷地の緑化

○新たな公共建築物における環境との共生に配慮した施設整備

○住宅地における塀の生け垣化、敷地への植栽等の促進、宅地造成に伴

う斜面樹林地の保全、造成法面の緑化等を推進（地区計画、緑地協

定、市民緑地制度、緑化地域制度の活用等）

○商業地における建物の壁面後退、敷地内空地の確保とオープンスペー

スの緑化の促進（地区計画、総合設計制度等の活用）

○工業地における工場敷地の緑化、海岸沿いの緑化の促進（地区計画や

緑化地域制度の活用、市と事業者等の協定の締結等）

○民間建築物の屋上・壁面等の緑化の支援

○土地所有者等による緑化された部分の適切な管理の促進

○緑化に係る活動団体、活動内容などに関する情報提供、団体相互の交

流、団体の育成など

○指定地区における重点的な緑化施策、市民、企業などとの協働による

地区の緑化

○候補地区における段階的な緑化重点地区の指定と地区の緑化

街区公園

近隣公園

地区公園

運動公園

その他の公園

区　分 目　標

都　市

公　園

都市計画道路

公共建築物

住 宅 地

商業施設

工 業 地

区　分 目　標

公　共

施　設

民有地

都市公園の緑化

公共施設等の緑化

民有地の緑化

緑化重点地区の緑化

市民、民間事業者等

の緑化活動の促進

３　都市緑化の推進

■その他の規制による緑地の保全・活用

■緑化の推進施策

■緑化の目標水準（緑化率）
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吉和ＩＣ吉和ＩＣ

大野ＩＣ大野ＩＣ

廿日市
ＩＣ
廿日市
ＩＣ

宮島
ＳＩＣ
宮島
ＳＩＣ

中国縦貫自動車道中国縦貫自動車道

山陽自動車道山陽自動車道

佐伯地域佐伯地域

吉和地域吉和地域

大野地域大野地域

宮島地域宮島地域

廿日市地域廿日市地域

広島岩国道路

5km0 1

Ｎ

都市公園（既設、概ね４ha以上）

公共施設緑地（既設、概ね４ha以上）

風致地区（既決定）

地域指定により保全する緑地の候補地

その他の規制による保全緑地（既指定）

その他の規制による保全緑地の候補地

緑化重点地区（指定地区、候補地区）

海岸線

主な河川、湖沼

自動車専用道路

主要幹線道路、幹線道路（計画中を含む）

市街化区域、用途地域の区域

都市計画区域

地　域　界

行政区域界

凡　　例

□実現のための施策の方針図
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○市民参加の促進

・情報提供の充実

・市民、民間事業者等の参加の促進

・学習機会の提供

○市民等による緑化の促進

・市民等の取組の支援

・緑化重点地区の活用

○計画の周知

・多様な機会を通じた市民への計画の周知

○計画の運用

・上位・関連計画との調整

・都市計画の運用

・計画の進行管理と見直し

○庁内における推進体制の充実

○国・県等との連携・協力

１　市民と行政との協働による緑のまちづくりの推進

２　計画の適切な運用

第６　計画の推進方策第６　計画の推進方策

＊計画全体の内容は、市のホームページでご覧になることができます。

発行：廿日市市 建設部 都市計画課
〒738-8501　廿日市市下平良一丁目11番１号
電話　0829-30-9190(直)　　ファクス　0829-31-0999

廿日市市緑の基本計画 概要版（平成30(2018)年３月）
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